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１．はじめに 

筆者らは、これまでに Web3D 技術を Blog に応用した

3Dblog 技術を提案、開発、応用を行って来た[1]～[7]。

3Dblog 技術を用いることにより、一般閲覧者とクリエー

タが参加し、Web3D 作品のコラボレーション開発、利用が

ダイナミックに行うことが可能となる。 

通常のブログは個別の情報発信を簡単に行う事が出来、

それらが連携を持っている。３Dblog には、このような要

素を持っているが、さらに３D データの共有の場を提供す

ることにより、情報の交換やコミュニケーションが可能

であることが特徴である。 

本報告では、システム機能の詳細について延べ、さら

に教育への応用について報告を行う。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、Web3D 作品のリユースが行え、効率良

い開発が行える開発環境の整備、即ちユーザが簡単に効

率よく使えるシステムの開発を行えるようにするため、

Web3D を Blog 技術に応用した 3Dblog システムの開発を行

い、さらに 3Dblog システムの改良を行い、インターネッ

ト上のバーチャル空間で、簡単にそしてダイナミックに

３D 作品を作り上げて行くといった新しい経験が可能なシ

ステムを開発することである。 

また実際の教育に用いることにより、問題点を洗い出

し、より使用しやすいシステムへと改良することは重要

である。 

 

３．３Dblog 技術 

 ３Dblog 技術は、筆者らが提案し、開発している技術で

ありシステムであり、定義を示すと以下の様になる。 

「3Dblog は、Blog の考え方、技術を応用し Web3D 作品の

投稿が簡単に行う事が出来ると共に、閲覧者からの Web3D

作品の追加、共同開発が動的にできる仕組みである。」

また、３Dblog の特徴をまとめると以下の様になる。 

・ホームページの作成、管理、運営が簡単である。 

・Web３D 作品が簡単に、多人数で動的に作成、活用がで

きる。 

・トラックバック機能により、Web３D 作品の投稿、意見

交換が容易である。 

・応用分野向けに簡単な開発ツールを提供している。

（バーチャルリアリティ教育、ブロックゲーム、３D キ

ャラクタ開発、住宅の展示と販売促進など） 

・ライブラリ機能を有し、過去において制作された作品

のリユースが容易である。 
など、多くの優れた特徴を持っている。 
図１に３Dblogの画面の例を示す。 
 

 

 

 

 

 

 
図１ ３Dblogサイトの画面の例 

 
 ４．３Dblog システムの詳細 

図２ ３Dblogサイトのブロックダイアグラム 
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 図２にシステムのブロックダイアグラムを示す。トッ

プページから入り３D作品、コメントなどを投稿する。ユ
ーザには階層があり、スーパーユーザが管理を行い、一

般投稿者の作品はパスワードで保護されており、削除、

編集などに制約がある。データベースとして MySQL を使
用している。データ構造はツリー構造を採っており、階

層的に投稿記事、投稿３D作品を管理している。本システ
ムはブログの機能としてトラックバック機能を持ってい

る。トラックバックを行う相手の記事に対し、トラック

バックピングを打ち、相手の方でリンクを張るようにし

ている。 
 
５．既存システムの問題点と対処方法 

筆者らが既に開発をした３Dblog システムを利用し、学

生の教育に用いたところ、いくつかの問題点が明らかに

なった。以下にその問題点と対処方法を述べる。 

 

５．１ トラックバックの方法 

記事間のトラックバックとリンクを実現しているが、

３Dblog では３次元物体を扱うため、３次元物体間でのト

ラックバックとリンクが必要であり開発を行っている。 

 

５．２ 自己参照 

 Web3D では他のファイルを参照、取り込む方法として

Inline とファイルのコピーがあり、Inline を使うことの

メリットとして、他の投稿者が投稿した３次元物体を

Inline で自分の３次元物体作品から参照すると、他の投

稿者が参照部分を変更した場合、自分の作品にその変更

が反映されることがある。しかし、自分のファイルから

自分のファイルまたはそれを含むファイルを参照する自

己参照をした場合、無限に繰り返す３次元像が最初に表

示され、資源を食い潰してシステムダウンを起こす。自

己参照があるかどうかをチェックする機能が必要である。

もう１つの方法であるコピーは、自己参照の危険は無い

が、前述の変更による反映が無い。ファイルが大きくな

るなどのデメリットがある。 

 

５．３ 遅延 

 Cortona を用いて EMBED により３Dblog の画面に貼り付

けているが、表示ページに数ページがある場合、極めて

動作が遅くなる。これを解消する方法として、参照程度

に表示すればよい３次元物体は画像化しサムネールとし

て使う方法が考えられる。 

 

５．４ ツリー構造 

 投稿作品は基本的にツリー構造をとっている。作品を

作成する場合、作品の１部分の部品となる３次元物体を

１つの投稿として登録し、親の投稿からこの部品を参照

して使用し、これらの部品を組み合わせて１作品もしく

は１部品を作成し、さらにその上の親から参照すること

ができる。もちろん、トラックバックやリンクを使用す

れば他からの参照も可能であるが、実際に使用し、枝の

カットとコピーオペレーションが無いことにより非常に

不便であった。そこで、ツリーの一部の枝をカット、コ

ピー操作を可能とした。 

 

６．教育への応用 

 図３に３Dblog の実際の教育への応用例を示す。 

 
図３ ３Dblogの教育応用 

 

 図３は学生が、卒業論文を制作するため、画像を選択

し Box オブジェクトに貼り付けている例である。「階層

構造をとっているため部品の管理がしやすく、使い勝手

がよい」との使用者の意見が得られた。 

 

７．まとめ 

 ３Dblog のシステム機能について述べた。また教育に実

際に応用することにより、問題点を洗い出し、使い勝手

の良いシステムへと改良を図った。 

 

８.今後の課題 

 今後の課題は応用分野として考えられる、オープンギ

ャラリー、歴史的アーカイブの街、３D のコミュニティス

ペース、ブログ日記に３D 作品を加えるなどの方面に応用

を図りたい。また、実践を通し、より使いやすいシステ

ムへと改良したい。 
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